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固定的なクラス 固定学級 → 大中小学級弾力的な集団
一人の先生 担任制 → チーム制 複数の先生
知識を覚える 一斉授業 → 総合学習 学び方の学習
受身の授業 教え込み → 学習支援 主体的学習
同一内容 教科書 → 多様な教材 課題学習
一斉進度 固定時間割 → 弾力的構成 個別進度
単一のメディア 黒板 → ICT機器 多様なメディア
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平成15年度 特色ある大学教育支援プログラム 80 4 3
特色ある大学教育支援プログラム 57 0 8
現代的教育ニーズ取組支援プログラム 84 0 32
特色ある大学教育支援プログラム 47 1 0
現代的教育ニーズ取組支援プログラム 76 2 0
特色ある大学教育支援プログラム 48 0 13
現代的教育ニーズ取組支援プログラム 101 4 4
特色ある大学教育支援プログラム 52 0 6

















大学生の就業力育成支援事業 181 3 3
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4-3.大学 HP におけるラーニング・コモンズに関する記述の分析 














































































Figure4 立命館大学 ぴあら 
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Figure5 甲南大学 マネジメント創造学部 CUBE 












学園前橋国際大学の KYOAI COMMONSなど，全国で様々な学習環境が設置されている． 
 
5．大学教育における学習環境の問題点と今後の課題 



















学生が授業に集中できないのではないか」，「iPad や PC を授業中に使うなんて，学生たち
がそれらのデバイスで遊んでしまうのではないか」という声が聞かれるという報告もある． 
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